
 

馬伝染性貧血症（伝貧）抽出サーベイランスによる検査の実施について 

 

北海道地方競馬馬伝染性貧血検査協議会 

 

馬伝染性貧血症（伝貧）は平成２９年１１月に我が国において清浄化宣言がなされ、

平成３０年４月より、国の指示により未検査の競走馬においては入厩時に全頭をサーベ

イランス（監視体制）として検査を行って参りました。 

その後、前述の全頭検査は令和１年１２月１日で終了しましたが、今後は、抽出によ

るサーベイランス検査を下記の要領にておこないますのでご協力をお願いいたします。 

記 

 

検査時期 ：毎年４月から１１月（競馬開催期間） 

対象馬   ：検体にて採血対象馬となった馬６０頭を無作為に抽 

            出し採血  

検査主体 ：北海道地方競馬馬伝染性貧血検査協議会 

検査結果 ：結果は協議会が保管し非公表 

馬所有者の要望があれば検査結果をお伝えします。 

 

 

 


